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２Ｅ０６ 

社会的期待に応える研究開発戦略立案 

―ＣＲＤＳにおける２つのアプローチ ― 

 

○前田 知子、中村 亮二、中本 信也、豊内 順一、飛田 浩之、嶋田 一義、 

庄司真理子、岩城 拓、笠木 伸英、吉川 弘之（(独)科学技術振興機構） 

 
 
１．はじめに 

公的資金による研究開発戦略の立案において、科学技術の社会・経済的な効果をより明確に打出そう

とする動きが、米国[1]や欧州[2][3]を中心に強まっている。日本においても、2011 年 8 月に閣議決定さ

れた第４期科学技術基本計画の中で、科学技術イノベーション政策の主要な柱を、従来の分野別重点化

から重要課題の達成へと転換する方針が打ち出された。また、2013 年及び 2014 年に閣議決定された科

学技術イノベーション総合戦略においても、取り組むべき課題を設定し、その解決に向けた施策を推進

することが方針として示されている。 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター（CRDS）では、社会が何を求めてい

るか（社会的期待）を把握し、これを研究開発課題と結びつける（“邂逅”させる）ことを、研究開発

戦略の立案にあたっての基本方針としている[4]。この基本方針のもと、上述の科学技術イノベーション

政策の方針を具体化するため、CRDS では、これまで次の２つのアプローチにより研究開発戦略の立案

方法を検討してきた。 

  ・課題解決型アプローチ（平成 24 年度より検討）  

  ・未来創発型アプローチ（平成 25 年度より検討） 

課題解決型アプローチ[5][6]では、社会的課題の解決の先に展望される社会像を描出し、その実現に

必要な研究開発課題を特定する。一方、未来創発型アプローチ[7]では、未来志向で新規性のある社会像

を、先端的な研究開発動向を踏まえて描くことを起点として検討する。 

本稿では、まず、これらの２つアプローチを検討するに至った経緯について述べた上で、両者の特徴

と相違点に焦点をあて、それぞれの検討プロセス、検討結果、方法上の課題等について報告する。さら

に、社会的期待に応える研究開発戦略立案の方法論の構築について、若干の展望を述べる。 

 

２．２つのアプローチ：検討に至る経緯 

課題解決型アプローチは、従来から実施されてきた分野別の研究開発動向に基づく戦略では、研究成

果が社会的期待に結びつきにくい、という問題認識を踏まえて検討された。分野別の戦略においても社

会的な課題を視野に入れてはいるが、当該分野から派生する技術が解決しうる課題にのみ着目しがちに

なる、あるいは他分野との連携を必要とするような研究開発課題が導出されにくい、といった問題点が

あった。そこで、これらの問題に対応するため、課題解決型アプローチを検討、試行した。結果として、

当該アプローチによって上記の問題を克服できることは分かったが、一方以下のような問題が浮かび上

がった。 

◇ 課題解決を起点として検討を進めるため、描出される将来の社会像が、課題が解決された状態を

大きく超えるものにはならない傾向にある。例えば、新たな研究開発の成果がもたらす非連続的な

社会の変化や、全く新しい社会像が描出されにくい。 

◇ 課題解決に寄与しうる科学技術という視点からは、先駆的、先端的な研究開発課題が見出されに

くい。 

未来創発型アプローチでは、これらの点を改善し、未来志向で新規性のある社会像を描き、先駆的、

先端的な研究開発課題を特定することを目指した。 

 

３．課題解決型アプローチ 

（１）検討プロセス 

当アプローチでは、「抽象的に述べられる社会的期待は、機能を示す表現によって詳細化する必要が
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ある」[4]という作業仮説を踏まえ、約 1 年間を費やして、次の①～④の流れに従って検討をすすめた。

なお、以下で社会的課題とは、「その解決や対処によって、社会的期待の実現に近づけていくことがで

きると社会に広く認識されている事柄」である。 

① 社会的課題を俯瞰的に把握した上で、どの社会的課題を対象とするかを選定する。 

② 選定した社会的課題についての理解を深めた上で、それが解決された結果として実現する社会

像を描出する。 

③ 描出された社会像を基に、それらに含まれるべき事柄を機能の観点から、より詳細に列挙する。 

④ ①～③を実施することによって詳細化された社会的課題を研究開発課題と関連付け（“邂逅”さ

せる）、研究開発戦略の検討対象を見出す。 

①の社会的課題の俯瞰的把握は、内外機関の報告書類に基づいて「社会的課題の一覧」を作成するこ

とによって実施した。また、③の研究開発課題については、CRDS の技術分野ユニット（システム科学、

電子情報通信、ナノテクノロジー・材料、環境・エネルギー、ライフサイエンス・臨床医学）が各分野

を俯瞰的に分析・整理した報告書（「研究開発の俯瞰報告書」、[8]-[12]）を利用した。 

（２）検討結果 

 表１に、社会像を描いた５つのテーマと当アプローチによって得られた 12 の研究開発戦略の検討対

象を示す。 

表１ 5 つのテーマと 12 の研究開発戦略の検討対象 

No. 名称 

＜テーマ 1：国際連携ができる社会＞ 

＜テーマ 2：地球環境・エネルギー問題への対応力がある社会＞ 

2-1 日本におけるエネルギーベストミックスの実現に向けた既存エネルギーの革新と次世代エネ

ルギーの拡大に関する技術開発 

2-2  Smart Rural（仮称）の構築に向けた地域環境適合型エネルギーシステムの開発 

2-3  高効率エネルギー都市の創造に向けた実空間における人、物、エネルギーの流れの解明と効率

化に関する技術開発 

2-4 エネルギー環境政策立案への活用に向けた社会予測技術の開発 

2-5 エネルギー長期安定供給確保のための国際戦略を支える基盤技術の構築 

＜テーマ 3：社会インフラの保守・修復・構築力がある社会＞ 

3-1  自然災害対応型社会インフラのデザインと構築 

3-2  地域・都市単位での、インフラ構築・保守・運営の最適化 

＜テーマ 4：心身の健康寿命がのばせる社会＞ 

4-1 超高齢化・人口減少を見据えた社会デザインに資する予測科学の推進 

4-2 高齢者が社会的・経済的価値を生み出す社会システムの構築に向けた研究開発 

4-3 医療の最適化に資する疾患リスクマネジメントシステムの構築 

4-4 超高齢社会における低コスト医療・介護システムの構築 

4-5 医療・健康産業の国際化に資する研究開発プロセスの革新 

＜テーマ 5：1人ひとりが能力を発揮できる社会＞ 

 

（３）改善された点と方法上の課題 

 当アプローチによる検討を通じて、従来から実施されてきた分野別研究開発動向に基づく戦略立案の

問題点に対し、以下の面で改善の見込みが得られた。 

  ◇ 研究開発分野/領域の視点や枠組みにとらわれずに、社会的課題を把握、認識する。 

  ◇ 課題解決に寄与しうる研究開発課題を、複数の異なる分野から見出す。 

 一方で、２章で記述したような課題も明らかになった。また検討プロセスの全体を通じて、次のよう

な方法上の検討課題が抽出された。 

� 社会的課題等の検討プロセスへの参加者の多様性確保 

� 社会像から求められるものと研究開発課題の抽象度（粒度）の相違 

� プロセス中で“邂逅”を実施するタイミング（最終段階でよいか） 

（４）戦略プロポーザルの提案 

 その後、表１に示した 12 の検討対象のうち、項番 2-3、3-１、4-3 の３件について、平成 25 年度 1
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年間に渡り検討チームによる調査研究が進められ、CRDS の研究開発戦略である「戦略プロポーザル」

として取りまとめられ、公開に至った[13]-[15]。 

 

４．未来創発型アプローチ 

（１）検討プロセス 

先端的な研究開発動向を踏まえた未来の社会像を描くことを起点とする当アプローチでは、約 1年間

に渡り、次の①～⑤の流れに従って検討をすすめた。 

① 未来の社会像とその根拠となる科学技術のロングリストの作成 

② ①の検討範囲を絞るための視点の抽出 

③ 視点毎に関連する社会像と科学技術を把握 

④ ③を踏まえ、駆動力を持つ科学技術を特定し、実現しうる社会の正負両面の課題を把握 

⑤ 再び視点の単位で駆動力を持つ科学技術、関連する社会像、必要となる制度等を把握 

①のロングリスト作成には、有識者約 20 名へのインタビューを実施したことに加え、長期的な将来

展望が分野横断的に示されている報告書類[16]-[20]を参考にした。③及び④の科学技術の把握には、

CRDS の技術分野ユニットが各分野を俯瞰的に分析・整理した俯瞰報告書[8]-[12]を利用した。 

（２）検討結果 

これらの検討を経て得られた研究開発戦略の検討対象（Ａ、Ｂ、Ｃ）、及びそれらが含む駆動力を持

つ科学技術（●）は以下の通りである。 

Ａ：医療と病院の変容 

� 物理的刺激による新しい治療法の開発 

� 加齢医学による疾患予防 

� 統合生理モデルの研究開発（システム生理学） 

� 3 次元多細胞体構築技術 

Ｂ：人と機械の新たな関係   

� モノのインターネット 

� 知のコンピューティング 

� 人間と機械の間の意思疎通インタフェース 

Ｃ：人の能力とコミュニケーション 

� 脳機能の非侵襲計測技術 

� 脳科学と情報技術の統合化、ブレイン・マシンインターフェース（BMI）の進展 

� 脳機能とコンピュータを連携させる技術 

また、「Ａ：医療と病院の変容」において想定される正負両面の社会像の例を表２に示す。 

（３）改善された点と方法上の課題 

当アプローチによる検討を通じて、課題解決型アプローチでは見出せなかった未来志向の社会像を得

ることができた。また、先端的な研究開発領域/課題を見出すという点については、駆動力を持つ科学

技術を特定することによって対応できたと言える。 

しかし、当アプローチを改善していくためには、次の点について検討する必要があるといえる。 

� 科学技術のロングリスト作成時の典拠情報の拡大  

� 検討プロセスへの参加者のあり方 

� 社会像の検討方法の詳細化 

（４）戦略プロポーザルの検討 

上記（２）に示した研究開発戦略の検討対象の中で、「Ａ：医療と病院の変容」について統合生理モ

デルを中心とした戦略プロポーザルを、平成 26年度において検討中である。 

 

５．おわりに 

以上で見てきたように、CRDS では、社会的期待に応える研究開発戦略の立案方法として、２つのア

プローチを構築、試行してきた。課題解決型アプローチでは、社会的な課題を解決するために必要な研

究開発課題を分野の枠組みにとらわれずに特定することができるが、飛躍的な技術開発の先に展望され

る社会像が描きにくい、先端的な研究開発課題が見出されにくいという点が指摘された。未来創発型ア 
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表２ Ａ：医療と病院の変容 想定される正負両面の社会像 

主たる社会像 社会像の詳細 

医療に多様な選択肢（形態、環境、プロ

セス等）が用意されている社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正の面） 

・物理的刺激による生体内の調整機構の解明が発展している 

・全身を統合的にとらえた健康管理が実現している 

・遠隔治療・在宅治療が一般的になっている 

・個人別の疾患に応じた最適な医療が可能となっている 

（負の面） 

・ヒトに害を与える物理刺激が表面化することにより、兵器などに利用 

・コスト上の面から誰もが利用できる技術とはなっていない可能性 

・情報漏洩によるプライバシー侵害 

・健康状態が本人の意思とは関係なく、外部からコントロールされる 

病気を早期に予想できる/早期に予防・

介入できる社会 

 

 

（正の面） 

・不調や疾患を認知しコントロールするしくみができている 

・理想の老化に近づける老化疾患予防ができている 

・疾病の発症機序の解明により早期発症リスク抽出が可能になっている 

・生体や社会・生活・地域環境の情報の統合的痔空間センシングができている 

（負の面） 

・発症リスクが分かっていても有効な介入方法がない病気の存在が社会問

題になる 

・倫理観の問題、人の寿命に踏み込む抵抗感 

・健康の過剰管理に繋がる恐れ 

 

プローチによって、これらの改善が見込まれるが、科学技術のロングリスト作成時の典拠情報の網羅性

拡大が課題である。 

研究開発戦略の立案方法は、本報に示した２つに限られることなく、研究開発を実施する目的に応じ

て多様なものが検討されることが望ましい。両者の特徴を生かしつつ、実際の戦略立案プロセスでの実

践と改善を継続し、科学的な方法論を確立していく必要がある。 
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